
 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休みに入って間もない７月２８日に「令和８年熊本地震」が、また８月１３日には「千葉豪雨」が発生しま

した。この度の震災及び災害に際し、被災された皆様方、そして被災地域の関係者の方々に心よりお見舞い申し

上げますとともに、被災された地域の方々の一日も早いご復興をお祈りいたします。 

さて、本日、２学期の始業にあたり、生徒たちに以下のような話をいたしました。 

「この夏休み中、地域で、つまり校外でボランティアとして活動した生徒たちがいます。１学期終業式の翌日

から智光山公園で行われた入曽地域のサマーキャンプに９名の生徒がボランティアとして参加し、小学生の面倒

を見たり、活動を盛り上げたりしてくれたそうです。また、入曽児童館の「いりそまつり」でも本校生徒が運営

のお手伝いをしてくれました。南小学校で行われた夏の学習会には、１６人もの生徒が学習支援ボランティアと

して学習の補助や支援を行い、小学生に優しく寄り添いながらリードする姿に感心させられました。 

他にも地域や自治会等の活動に加わったり、もっと身近なところでは友達や家族のために役割を担ったりして

誰かを助け、人の役に立つ行為をした人もたくさんいることと思います。 

何の対価や見返りを求めることなく、自ら進んで他者のため、社会のために行動しようとするその意志と姿勢

は大変尊いものであり、それはかけがえのない「宝物」だと私は思っています。 

ところで皆さんは「恩送り」という言葉を知っていますか。誰かから受けた親切や恩を、その相手に直接返す

のが「恩返し」です。それに対して「恩送り」とは、自分が受けた優しさや恩を、別の誰かへと繋いでいくこと

を意味します。「恩返し」はお世話になった相手に返せばそれで「完結」しますが、「恩送り」は、人から人へと

優しさを繋いでいくことで無限に広がっていきます。 

誰かの小さな善意が、また次の誰かの笑顔に繋がる…そうした利他的な行動は、まさに学校や家庭、地域を温

かい絆で結ぶ「恩送り」のバトンとなります。この夏のボランティアをはじめとする地域の方々や小学生たちに

対するお手伝い、貢献は、まさに「恩送り」と言えるのではないでしょうか。 

新人戦、体育祭、音楽会と大きな行事が続く忙しい２学期ですが、そんな慌ただしさの中でも、常に「恩送り」

の精神を忘れずに、あなたなりの優しさのバトンをつないで、温かな輪を広げてほしいと思います。たくさんの

優しさのバトンがつながれ、人を思いやる輪が広がる２学期になることを期待しています。（校長講話より） 」 

この夏に本校の生徒たちが見せてくれた「思いやりの連鎖」が、さらに大きく広がっていくことを願っていま

す。保護者、地域の皆様におかれましては、２学期も温かいご指導と見守りをよろしくお願いいたします。 

 

 

 

７月２０日（月）海の日に入曽地域交流センター大ホールで市教育委員会と狭山市ＰＴＡ連合会の共催による

家庭教育合同研修会が開催されました。これは市教委と市Ｐ連の事業ではありますが、実質的にその企画・運営

を担ったのは入間野中のＰＴＡと成人教育委員会でした。市内小中学校ＰＴＡの先頭に立って有意義かつニーズ

に合った研修会づくりに熱意をもって取り組んでくださった本校のＰＴＡ本部及び成人教育委員の方々に敬意と

感謝を表したいと思います。厳しい暑さの中、市内の保護者、児童生徒のために本当にありがとうございました。 

テーマは「変わる高校入試 今、受験生に求められるのは？ ～埼玉県公立高校入試改革と私立無償化の影響

～」でした。会場は市内の保護者、小・中学生等で「満員御礼」 

となり、講演後は質疑も積極的に出されるなど、テーマへの関心 

の高さがうかがわれました。 

県公立高校入試では、①すべての高校で面接を実施、②自己評 

価資料の提出、③調査書様式の変更(簡素化)、④学力検査におけ 

るマークシート方式の導入等の制度改革が行われます。しかし、 

講師の方は、制度の変更はあるものの、入試の本質は変わらない 

と力説されていました。やはり最も大切なのは日々の学習の積み 

重ねと学力の向上であり、受験生は学力検査対策を軸にしながら、 

自分の思いや目標、ビジョンを自分の言葉で説明できる力を身に 

つけることが求められる、ということでした。 

志高く                             狭山市立入間野中学校 
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自然科学部 科学の甲子園県大会出場 
７月２５日に、県立総合教育センターで開催された

「第１４回科学の甲子園ジュニア埼玉県大会」に自然

科学部の２・１年生からなる２チームが出場しました。

大会後、部員たちからは「楽しかった！」といった声 

が聞かれたそ 

うです。ハイ 

レベルな課題 

に果敢にチャ 

レンジした達 

成感、充実感 

は、貴重な「宝 

物」ですね。 

                   

吹奏楽部 コンクールで金賞！！ 
第６７回埼玉県吹奏楽コンクール西部地区大会で、

吹奏楽部が金賞を受賞しました。多くの学校が銅賞又

は銀賞となった中、金賞に輝いたのは大変立派です。

惜しくも県大会に進む代表には届きませんでしたが、

全体のまとまりと仕上がりの質の高さが評価されたと

のことです。保護者の方々をはじめOB、OG等の関係者

が応援に駆けつけてくれたのは、吹奏楽部のみなさん

が愛されている証しですね。これまで部を引っ張って

くれた３年生に感謝します！大変お疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狭山市代表として県大会で健闘！ 
夏休み中に行われた学校総合体育大会の県大会で

本校生徒たちが熱戦を繰り広げました。ごく一部です

が、そのときの様子です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


